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ソウルの地下鉄はここが違う

　ソウルの地下鉄に乗ったことがあります
か？　日本の方からみて、面白いことを見か
けるかもしれません。
　年３〜４回韓国に行く私にとっても地下鉄
は興味深深な場所です。

─ソウルの地下鉄でショッピング
　ソウルの地下鉄に乗ったある日。知らない
おじさんが、マネキンの片足を左の脇に挟
み、右手でカートを押しながら、同じ車両に
乗ってきました。マネキンの足には青色の膝
用のサポーターが巻かれていて、おじさんも
白いシャツの上から腰用の黒いサポーターを
身につけていました。そして、そのおじさん
は、赤色のミルキーハット（中折れハット）
を被っていました。なんと珍しい（？）格好
なんだろうと思ったら、地下鉄の車両の通路
の真ん中に立ち、大きい声でとうとうと喋り
はじめました。
　「えー、このサポーターは、通気性がよ
く、丈夫で・・・」
　これは、サポーターの電車内の販売です。
韓国の地下鉄公社が、電車内の販売行為を防
ぐために、ありとあらゆる手を打っています
が、なかなか減らないその電車内の販売です。
　うるさくて嫌がる人もいますが、それなり
に面白く楽しいところもあります。
　そのおじさんは、サポーターを引っ張った
りしながら一所懸命に製品を説明して社内を
回り、乗客に製品を渡して触ってもらいます。
　そして、おじさんはまた通路の真ん中に立
ち、「この腰用のサポーターは、5000ウォン
です。安いでしょう。そして腰用のサポータ
ーを買ったいただければ、膝用サポーターは

3000ウォンに割引し、しかも、ミルキーハッ
トをお付けします！」と叫びました。
　私の隣に座ったおばあさんが、安い安いと
いいながら、8000ウォンを出し、膝用サポー
ターと腰用サポーターとミルキーハットを買
いました。
　そういえば、私も韓国に住んでいたとき
に、地下鉄内で扇子を1000ウォンで買った覚
えがあります。
　他に、よく電車の中で販売されるものに
は、老人客を狙った折りたたみ老眼鏡、足が
冷えない靴下、50代おばちゃんとおじちゃん
の財布の紐が緩くなる思い出の歌が収録され
ているCDなどがあるそうです。
　地下鉄公社は、地下鉄内の販売行為を取り
締まっていますが、安い割には質も悪くない
ので、購入者が多いことから、上記のような
場面に出会うことは珍しくありません。個人
的には、疲れて眠りたいときは、販売行為が
煩わしくていやですが、そうではないとき
は、販売する人を観察したり、製品の説明を
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聞くのは、ある意味で漫才をみるような感覚
で楽しんでいます。

─電車内の広告板には数多くの整形手術広告
が！
　地下鉄に乗ったときには、目線を上にして、
電車内の広告板を観察するのも楽しいです。
　特に去年は、整形外科の広告が目立ちまし
た。整形手術前と整形手術後の顔が、隠され
ずに丸々全面に出ている広告を見て、韓国人
である私でさえ、ビックリしました。整形手
術が流行っているという噂は聞いたことあり
ますが、こんなに露骨に宣伝をするとは。。。
　そして、乗り換えの連絡通路の壁一面に、
大きく貼られた整形外科の宣伝にもビックリ
しました。韓流というブームの中、東南アジ
アから韓国に整形手術を受けにくる観光客が
多いという噂は本当らしいですね。
　最近は、国のイメージ上、地下鉄の駅内の
整形外科の広告の氾濫を規制しているそうで
す。
　韓国人はみんな整形手術を受けていると外
国人を勘違いさせるくらいあちこちで整形外
科の広告を見かけることができたので、規制
するのも無理はないと思います。

─地下鉄でも電話をかけたり、受けたりして
もマナー違反ではない
　ソウルでは、少なくとも10年前から全地下

鉄線で携帯電話での通話が可能で、また、最
近では、地下鉄内でのWi-Fi利用可能エリア
が整いつつあります。
　そのため、地下鉄の中で携帯電話をかけた
り受けたりする人を普通に見かけます。一
応、大きい声で話さない限り、電話で話すこ
とは、特に韓国ではマナー違反とはされてい
ません。よって、要件を簡単に話すことはま
ったく問題なく、電話に出るために地下鉄か
ら降りて電話をする人はめったにいません。
　最近は、スマートフォンの急速な普及で、
多くの人がKAKAOTALK（ユーザーＩＤの
みを使用してリアルタイムでインスタントメ
ッセージングができるアプリ）などでリアル
タイムの会話をメッセージングで楽しむの
で、電車の中が以前と比べて静かになってい
ると言われています。

　以上のように、韓国は日本と近いけど、地
下鉄文化は、異なる点がいろいろあります。
韓国に行ったら、地下鉄に乗り異文化を体験
してみるのはいかがですか？
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